
個人、団体からの来信 2016年２月28日
新潟山形宣教区より、「2016年歓送会+学び会」の案内［3月22日（火）午前11:30より新潟福音教会において

2016年２月28日 第一礼拝(午前8:00～) 第二礼拝(午前10:30～) 夕拝（午後7:30～） 歓送会が持たれます。宣教区内の教師や信徒が参加の対象となっています。詳細は掲示板をご覧ください。］／
新潟福音放送協力会よりニュースレターNo.218／「PBAだより」vol.６４８

先 週 の 集 会 出 席 者 数

２/21(日) 教会学校
幼児男子－ 小学男子－ 中学男子－ 高校男子－ 男児－ 成人男性－
幼児女子２ 小学女子２ 中学女子－ 高校女子－ 女児４ 成人女性２

第一礼拝 男２ 女１ 計３ 子８ ２/15(月) ※月に一回、実用書道教室を開催
２/21(日) 歓迎礼拝 男16 女21 計37 ２/22(月) 月曜家庭集会 （休会）

（子ども） 男児２ 女児５ ２/24(水) 救 祷 会 男３ 女５ 計８
２/21(日) 夕 拝 男１ 女１ 計２ ２/26(金) しゃべり場タビタ 男－ 女４ 子１

２/26(金) 金 曜 祈 祷 会 男－ 女４

諸 集 会 の ご 案 内

２/15(月) 午前9:30 ※月に一回、実用書道教室を開催 指 導：藤田 美保先生
２/29(月) 午後8:00 月 曜家庭 集会 山﨑岩雄兄宅
３/２(水) 午後7:30 バルナバ祈祷会 教会堂 司 会：小山 千春姉
３/４(金) 午後1:30 しゃべり場タビタ 渡邉智子姉宅 問合先：小山 千春姉
３/４(金）夜 金 曜 祈 祷 会 教会堂
３/６(日）復活前第３主日
第一礼拝 司 会

：近 伸之牧師
献 金

：片山 勝三兄
聖餐準備

：担当役員
午前8：00 説 教 音 響 配 餐

教会学校
担 当：近 伸之牧師

午前9：00
聖餐礼拝 司 会：近 伸之牧師 音響・録音：男性信徒 感謝祈祷：山崎 敬典兄
午前10：30 集 会：小山 千春姉 奏 楽：横山 洋平兄 カナン司会：小林 洋子姉

配 餐：担当役員 説教の録画：近 伸之牧師 掃 除：横堀 信子姉

前奏：41 聖餐：46 感謝：206 応答：349
司 会：伊東 一馬兄 音響・録音：片山 勝三兄 Ｃ Ｓ 担 当：佐藤 繁実兄 頌栄：61 派遣：54

集 会：横堀 信子姉 奏 楽：近 ゆかり姉 主日の予定 ＣＳ教師会 礼拝後 礼拝堂
奏 楽：横山 洋平兄 掃 除：佐藤 鈴子姉 役員会 午後2:00～ 礼拝堂
説教の録画：山崎 敬典兄 カナン司会：小山 千春姉 夕拝 午後7:30 司会：近 伸之牧師

報 告

１．本日の予定

主日礼拝の恵みを感謝いたします。この後は昼食をいただき、午後1：００より礼拝堂において2016年度

教会総会を行います。教会員の方々は総会資料と新聖歌を準備してご出席ください。やむを得ず欠席さ

れる方は、委任状を書記役員もしくは近牧師へお届けください。

２．文書伝道のため

3月1日(火)午後7:00より新潟福音教会においてライフセンター支援会3月定例会が行われます。書店

の働きを通して文書伝道が進められていきますように祈りに覚えまた奮って利用致しましょう。

３．先週の来会者

2/21（日）歓迎礼拝：布施春男さん(高橋尚靖兄の知人)、そしてNBIの教会訪問として学院教師、学生

およびご家族、計11名が出席してくださいました。

説 教 メ モ

2016年度の教会標語聖句「信仰の家族に善を行いなさい」（ガラテヤ6:10）。

教会は、総会のたびにその年の目標聖句を決める。それはみことばに従って一年を歩んでいく決意を示

す告白である。教会は、牧師、信徒という働きの違いはあるが、同じ霊の糧を受け取り、それを分かち合って

歩んできた。そして私たちはこの豊栄に40年以上のあいだ、礼拝をささげ続けてきた。そこには、牧師、信徒

が「与える者－受ける者」という関係ではなく、互いに「分かち合う者」として生きてきたという証しがある。

私たちはここに、やがては消える肉の種ではなく、御霊によって御霊の種を撒く。その実はまだ刈り入れに

至っていないとしても、同じ交わりを喜びとする者たちが世代を越えてここに集まっている姿は、確実に信仰

継承がなされていることを保証している。私たちが信仰の家族として愛し合っていくならば、今、神から離れ

ている人々は、やがて必ず帰ってくる。だから決して失望することはない。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥前 奏 「The Lord's prayer」 奏 楽 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥招きのみことば 『詩篇』１３３篇１－３節 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥※開 会 の 賛 美 新聖歌１８「おお御神をほめまつれ」 一 同
み かみ

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※信 仰 告 白 「使徒信条」（新聖歌p.826） 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥代 表 祈 祷 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥感 謝 の 賛 美 新聖歌２０２「一度 死にしわれをも」 一 同

‥‥聖 書 朗 読 『ガラテヤ人への手紙』６章６－１０節（新約371頁） 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥黙 想 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥メ ッ セ ー ジ 「信仰の家族に善を」 近 伸之牧師

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥黙 想 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※応 答 の 賛 美 新聖歌３４３「罪に満てる世界」 一 同
み

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥感 謝 の 献 金 （新聖歌５５） 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥感 謝 祈 祷 森田 澄子姉

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥諸 案 内 （来信および集会案内） 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥諸 報 告 （来会者紹介および報告） 近 伸之牧師

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※頌 栄 の 賛 美 新聖歌６０「天地こぞりて」 一 同
あめつち

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※派 遣 の 賛 美 新聖歌５４「主の祈り」 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※祝 福 の 祈 り 近 伸之牧師

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※後 奏 （新聖歌５９－７）

奏 楽 者

（※印は、からだの不自由な方以外はご起立お願いします）

復活前第４週 主日礼拝



こんな話があります。多くの修験者たちが難行

苦行をしながら旅をしていました。彼らはやがて

最後の難関にさしかかりました。それは、見おろす

だけでも足がすくむ断崖絶壁の谷底をはさんで、

幅１０センチほどの板が一枚わたしてあり、その板

を渡って向こう側へゆき、またこちらに戻ってくると

いうものです。大勢の人がその所までは来るので

すが、その先が行けず、お先にどうぞ、とゆずりあ

っていました。

ところが、一人の若者がスタスタと近づいて来

て、スタスタと渡って向こう側へゆき、いとも簡単

にスタスタと帰って来ました。みんなあっけにとら

れてしまい、どうして渡ることができたのかと、若

者にたずねました。するとその若者は、帯を畳の

上に伸ばし「この上を通れますか」とみんなに問

いました。人々は答えました。

「もちろんですよ」

「それならば、あの断崖を渡ることはできますよ。

あの板はこの帯より幅が広いですから」

「もし落ちたらどうします？」

「落ちませんよ」

「でも、もし落ちたら？」

「大丈夫ですよ。神様が受けとめて下さいますよ」

「でも、もし受けとめてくれなかったら？」

「その時は、神様と心中しますよ」

毎週土曜日 朝５：３０～６：００ ＢＳＮテレビにて放送中です。

☆24時間テレホン『でんわ世の光』 025（272）3592

３/５（土）「浅子と旅する」中尾祐子さん・宮田真実子さん（写真）
NHK連続ドラマ小説「あさが来た」のヒロイン・あさのモデルとなっ
た広岡浅子について書いた本『浅子と旅する。』が昨年秋に出版
されました。広岡浅子は、「九転び十起き」の精神で明治時代を
生き抜いた女性実業家で、その生涯の晩年にはクリスチャンにな
り、活動の中に信仰者としての姿も見せています。広岡浅子につ
いて、この本を書いたフリーライターの中尾祐子さんといのちのこ
とば社の宮田真実子さんにお話を伺います。

Broadcast for Expanding Gospel into Niigata 私たち豊栄キリスト教会は、

BEGiN。ここから始まる、あなたの伝道。 『ライフ・ライン』の協力教会です。

「断崖絶壁に立って」 榊原 寛 （『ライフ・ライン』メッセージ集より）

〒950-3322 新潟県新潟市北区嘉山3-11-15

日本同盟基督教団 新潟山形宣教区

豊栄キリスト教会 （牧師 近 伸之）
とよ さか ちか のぶ ゆき

TEL：025-387-4934 FAX：025-250-0155

ホームページ： http://www.toyosakakyokai.net
電子メール： info@toyosakakyokai.net
ブログ： http://toyosakakyokai.seesaa.net

・・・実際にあった話かどうかはともかく、信じると

いうことが具体的にどういうものであるかを、悟ら

せてくれます。

聖書は、天地を創られた神が、そのみ子である

イエス・キリストの命をかけて、私たちを愛しておら

れると言っています。この神様におまかせする時、

たとえあなたが、断崖絶壁の淵に立っていても、

必ず守って下さいます。その谷がどんなに深く険

しくあってもです。

なぜなら、イエス・キリストは、あなたが歩むどん

な人生も、知りつくし、体験しつくしておられるから

です。キリストは、「罪は犯されませんでしたが、す

べての点で、私たちと同じように、試みに会われ

た」（『ヘブル人への手紙』４章１５節）からです。

「下には永遠の腕がある」（『申命記』３３章２７節）

とは、このイエス・キリストの父である神のみことば

です。今日もあなたのために、神の守りのみ手は

延べられているのです。

2015年度教会目標 「心から進んで」
年間目標 それぞれに違った賜物が与えられていることを信じ、自ら進んでささげていくひとり一人へ
「彼らはそれを進んでささげるささげ物として【主】に持って来た」（出エジプト35:29）

中期目標 ５つの地域群（早通・豊栄・新発田・阿賀野・新潟）から、各地域へ福音を伝えていこう
「アジヤに住む者はみな、ユダヤ人もギリシヤ人も主のことばを聞いた」（使徒１９：１０）

長期目標 県下20市の中で唯一教会のない阿賀野市に向けて、宣教区レベル開拓への斥候として
「御名がまだ語られていない所に福音を宣べ伝えることを切に求めた」（ロマ１５：２０）
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陰干にせよ
たましいもぜんまいも

（橋閒石）


